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研究分野；化学	研究 	
Seeds	

海洋微生物の有効利用	

本研究の革新的技術	 本研究の用途	

⭐海底土からの微生物分離	

近畿大学農学部	
（奈良キャンパス）	

水産学科	
准教授　福田隆志（Fukuda Takashi）	

⭐薬、化粧品、農薬	

「研究目的」	
　近年、新しい天然資源として
注目されている海洋由来微生物
を利用した創薬研究を行う。 	
	

「専門用語の説明・特徴」	
　海洋由来微生物	
　：海には	10	億種以上の微生	
　　物が生育していると推測さ	
　　れており、またその	90%		
　　以上が未知である。 	
　天然化合物ライブラリー	
　：微生物培養液中より純粋	
　　な天然物のみを集める。	
	

「実施予定」	
　新しい微生物の発見、培養の
検討、生物活性の評価および活
性化合物の同定を行う。 

例）水産バイオマス（魚骨）を	
培地に利用し、微生物に有用化合物	
（蛍光物質）の生産を促す 

⭐新しい物質生産	

⭐新しい遺伝子の発見	

⭐生命現象解明のツール	

⭐バイオマスの再利用	

岡 優希さん
農業生産科学科【4年】 京都府立西城陽高校出身

原田 恭汰さん
水産学科【4年】
山口県立西京高校出身
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大学は、好きなことを
好きなだけできる場所

研究活動を支えているものは何？
好奇心

教授や
仲間の
協力

忍耐力

集中力 研究設備

教授や仲間の協力は必要不可欠ということで3と評価。また実
験の性質上、ウイルスを扱う作業が多いため、周りに飛び散った
り、こぼしたりしないよう、細心の注意を払うといった集中力も求
められるそうです。

幼い頃の好奇心が原点
　華道を習っているお母さまの影響で、小さな頃から草花

に慣れ親しんできた岡さん。現在も自宅のベランダで、お母

さまと一緒に四季折々の草花や野菜などを育てています。

実は近畿大学農学部を志望したきっかけも、このベランダ

菜園での出来事がきっかけでした。

　「ある時、丹精込めて育ててきたトマトがうまく育たなかっ

たことがあったんです。『悔しい』という思いと同時に、『どう

すればうまく育つのだろう』とふつふつと好奇心が湧いてき

ました。この経験が、農学部を志望した原点ですね」

　現在、岡さんは園芸植物学研究室において、『トマトの黄

化葉巻病抵抗性にジェミニウイルスの複合感染が与える影

響』について研究を進めています。

　「トマトは私たちの食卓に欠かせない野菜ですが、その生

産においては数々の病害が問題になっています。その代表

例が『黄化葉巻病』。葉が黄色く縮れた状態を引き起こし、収

量は格段に下がってしまいます。現段階で、病原体ウイルス

は日本では1種類しか確認されていませんが、東南アジア

などでは複数確認されており、より被害が甚大な複合感染

が問題視されています。そこで私たちは、そのメカニズムを

解明し、いざ日本で複合感染が起こった際にいかに対応す

べきかについての研究を行っています」

農業に恩返ししたい
　自然界では虫などが媒介となってウイルス感染を起こし

ますが、研究室ではトマト苗の胚軸にカッターで切り込みを

入れ、ウイルスの入った菌液に付け、さらに減圧処理を行う

など、人工的にウイルスを接種しています。

　「ウイルスを定植し、サンプリングを行い、ウイルスが検

出されたら成功です。それをデータとして残していきます。

この行程がだいたい2か月ほどかかります。仮説通りに結

ウイルスを含むバクテリアを液体培地に入れ、培養します。

シャーレ、ビーカー、ピペットマンは実験の必須アイテム。

写真撮影が趣味。大学の同好会に所属し、動植物などを一眼レフ
で撮影しているそう。

普段はにこやかな表情の原田さんですが、実験時は真剣なまなざ
しで取り組んでいます。

菌を分解した後、培地に菌を植える作業。研究仲間と分業しなが
ら作業を進めます。

同じ菌、同じ培地、同じ条件でも、異なる色に変化する不思議な世
界。
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果が出た時はやはりうれしいですね。ただ植物相手なので

思い通りの結果が得られないこともしばしば。そんな時は、

『なぜこうなったのだろうか』と突き詰めて考え、条件をいろ

いろと変化させて、再チャレンジします」

　かつて自宅の菜園でトマト栽培に失敗した際に抱いた、

『なぜ』に対する"好奇心"は、今も岡さんの研究の原動力と
なっているようです。そんな岡さんの夢は『農業の発展をサ

ポートすること』。

　「私は子どもの頃から田んぼや畑で遊び、新鮮な作物を

食べてきました。農業の恩恵を受けて育ってきたと言っても

過言ではありません。しかし現在、私の住んでいる地域をは

じめ、全国的に農業の担い手不足が深刻化しています。こ

のまま衰退していくことがないよう、農業機械やIT系など農

業発展に向けた事業を行っている企業をめざしたいと考え

ています」

研究活動を支えているものは何？

「いつか水族館を作りたい」「新たな発見がしたい」そんな好奇心
と情熱にあふれる原田さん。日々、コツコツと観察を続ける中で
見つけた小さな変化。そこから「アイデア」や「仮説」が生まれる
こともあるそうです。

ダイナミックな色の変化に興奮
　原田さんが思い描いている将来の夢は『いつか、サンゴ

のすばらしさを伝えられる水族館を作ること』。それは、田ん

ぼや川など自然に囲まれた故郷の地で、大好きな魚や虫を

捕まえて遊んでいた頃からずっと変わっていない夢だとい

います。

　「無謀だと思われるかもしれませんが、夢は願い続ければ

必ず叶うと信じています。水族館の仕事に携わるには学芸

員の資格が必要です。そこで、学芸員の資格が取得でき、長

い歴史と高い実績、知名度を誇る水産学科があるという理

由で選んだのが近畿大学の農学部でした」

　そんな原田さんが取り組んでいる研究テーマは、『海洋

由来微生物の分離及び培養と海水要求性』。海洋には未知

の微生物が多数存在していますが、その中で原田さんは"

放線菌"という微生物に着目。海水や海底の泥や砂、生き物
から放線菌を含む海洋由来微生物を分離し、培養、保存に

取り組んでいます。

　「シャーレというガラス容器に培地（培養に必要な養分を

含む物質）を用意し、そこに微生物を付着させるのですが、

放線菌が存在している時は、何らかの成分の働きによって、

赤や青など劇的な色の変化が見られるんですね。『放線菌

がいた！』とやりがいや面白さを感じる瞬間です」

　研究室には、原田さんのように菌を分離するチームの他、

得られた微生物が生産する物質にどんな効果があるのかを

調べるチーム、そして効果が確認できた微生物から新規化

合物を見つけるチームに分かれています。

　「私たちの研究は、チームワークで成り立っています。先

生のアドバイスや仲間の協力は欠かすことができません」

発展途上だからこそ面白い
　原田さんたちの研究によって、もしも将来、獲得した菌株

から特異な構造を持った化合物が見つかれば、抗がん剤な

どの医薬品の開発、骨の分解作用、蛍光作用といった作用、

特定組織の染光染色による分質吸収メカニズムの解明な

ど、多岐の分野に渡って応用できると考えられています。

　「この分野はまだ発展途上にあります。もしかしたら、私た

ちの研究によってものすごい化合物が見つかるかもしれま

せん。海から採ってきたものから宝物が見つかるなんて、ま

るで海は宝箱のようなもの。だから『自分たちが宝物を見つ

けるんだ』という夢と野心を持って、毎日の研究に臨んでい

ます」

　休日には同じ学科の友人と大阪湾や和歌山の海で釣りを

楽しみ、また自宅ではカクレクマノミなどの海水魚を飼育し

ている原田さん。研究生活でもプライベートでも、大好きな

海や魚の世界にどっぷりと浸かり、充実した大学生活を送っ

ています。

岡 優希さん
農業生産科学科【4年】 京都府立西城陽高校出身

原田 恭汰さん
水産学科【4年】
山口県立西京高校出身
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